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大島 桁･目片文夫 ･林 基治 ･野崎只泣 ･
清水慶子1)
研究概要
1)マカクザル胎児の感覚系発達に関する生理
学研究
大島 清 ･清水慶子
マカクザルの胎生各期におけろ感覚系の発達を
fE気生理学的･生化学的に解明すろ｡本年度は聴
党系について研究を行った｡
2)サルにおける銅付加子宮内避妊器具の避妊
効果及び安全性
大島 約 ･倍水慶子
3)ニホンザルの繁殖期の季節性のメカニズム
の神経内分泌的研究
大島 約
4)サルとヒトの比較セクソロジー
大島 清
5)血管平滑筋細胞膜の電気生理学的研究
目片文夫
(りパッチクランプ法による平滑筋細胞膜の単
一イオンチャネル電流の熱力学的解析｡
(fl)血管内皮細胞より放出される血管弛緩物質
の細胞膜に対すろ作用殿序の解析｡
6)サル脳内神経活性物質の分布特性
林 誠治
本年度は神経ペプチドとしてCCK-8及び神経
成長因子に注目し,これらの物矧 こ対する抗血桁
を作成した｡またccK-8に対してラジオイムノ
1)教務職員
アッセイ法を確立しサル大脳皮質各機能部位内の
分布特性について調べた｡
7)サル脳内神経活性物Trの個体発生
林 正治.山下晶子勾清水慶子
P物E,ソマトスタチン,VIPのサル大脳皮
質円における個体発生について免疫細線化学法を
用いて調べた｡
8)詔長難の生残T)ズムの発現機序
野崎只澄
霊長類の生殖1)ズム,特にメスニホンザルの季
節繁殖リズムの発現機序を明らかにする目的で,
(i)日長の単独操作及び日長と環境温度の同時
操作
Oi)上記環境人工操作下におけるメラトニンの
持続投与が生殖内分泌機能に及ぼす影響につい
て調べた｡
9)生理活性ペプチドの系統発生
野崎月澄
下等脊椎動物から詔良矧 こ至る種々の動物を用
いて,脳一下垂体一隅℡一膝威ペプチドの局在性
や系統発生的悪衣ならびに氾伝子の発現機構につ
いて,矧 こLHRHとソマトスタチンについて調べ
た｡
10)超音波診断袋田によるマカク屑サルの妊娠
診断及び胎児発育診断
清水尿子
超音波診断法記を用いマカク屈サルの早期妊娠
診断及び胎児発育指標の作製を行った｡
総 鋭
1)大島 清(1986):胎児は砂漠の夢を見る｡
現代思想 9月号:109-119｡
2)大島 清(1986):世紀末の病｡光文社｡
3)大島 清(1987):性行動の変化とSTD｡
周産期医学,17(3):407-410.
4)目片文夫(1986):平滑筋細胞膜の単一カリ
ウム電流｡動物生理,8(1):13-19.
5)林 基拾(1987):ノーベル許と神経成長因
子｡BIOmedica2:90-93.
輪 文
1)Nozaki,M.andOshima,K.(1986):
SeasonalClmngeofgonadotropicfunction
2)大学院生
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